
平成１７年度野洲市の決算を公表します!

●平成１7年度の野洲市の決算状況をお知らせします。
●決算状況は、市税、国や県からの支出金や交付金などがどのように市に入り、どのような事業に使われた
　かをまとめたものです。
●市には、市民のみなさんに収めていただいた市税などを財源として事業を行う一般会計と、保険料や使用料
　などで事業を行う特別会計や企業会計があります。
●決算額は千円単位を四捨五入して端数調整のうえ万円単位で表しています。

平成１7年度　　一般会計決算
歳入 １８９億４，６９１万円
歳出 １８４億１，４５０万円

　平成１７年度は、野洲市として本格的なスタートの年で、北野幼稚園３年保育室増築、コミュニティセンター
（ひょうず・なかさと）整備、新給食センター建設などの合併協議で議論された事業に着手しました。
　一方、財政状況が厳しい中でもあり、各種施策の推進のため、経常経費の抑制や、市債の発行、基金の
取り崩しをするなどして財源の確保に努めました。
　その結果、歳入と歳出の差し引きは、５億３，２４１万円の余剰となり、このうち翌年度に繰り越した事業の
財源１，３７０万円を除いた最終的な収入と支出の差額は、５億１，８７１万円の黒字となりました。（ただし、
この黒字は多額の市債の発行や基金の取り崩しにより生じたものです。）
　このお金は翌年度以降に必要な事業などに充てるほか、基金に積み立てたりします。

市民一人当たりの決算額と主な事業
　　・金額は一般会計の歳出額を平成18年3月31日現在の人口49,831人で割り戻した額
　　・【　　】内は歳出全体に占める割合
　　・■は平成17年度に実施した主な事業
◎民生費【22.0％】 高齢者、障害者、児童の福祉推進などに

８１，２２１円／人
■障害者支援費サービス　
■市内循環バス　
■老人福祉施設整備補助
■福祉医療費助成　
■学童保育所整備・運営
■児童手当、児童扶養手当　
■公立・民間保育所運営　
■生活保護
◎教育費【17.7％】 学校などの施設の管理運営や整備などに

６５，４９１円／人
■祇王幼稚園改修工事　
■北野幼稚園増築・改修工事
■小中学校・幼稚園管理運営　
■中央公民館・文化ホール設備改修工事
■文化体育施設管理運営
■学校給食センター用地購入
◎総務費【15.0％】 企画、自治振興、財産の管理などに

５５，２５１円／人
■コミュニティセンター施設整備
■野洲市総合計画策定業務
■公共施設のネットワーク整備
■固定資産評価替調査
■庁舎等維持管理
◎公債費【14.5％】 借りたお金の返済に

５３，３９８円／人
◎土木費【12.1％】 道路、土地区画整理、公園、公営住宅の整備などに

４４，８８７円／人
■道路維持（新川橋補修工事ほか）　
■道路新設改良（野洲川右岸線ほか）　
■中畑・小篠原土地区画整理事業
■都市計画道路市三宅北桜線等整備
■市営住宅建設等（新上屋団地、和田団地、木部団地）　
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◎衛生費【9.1％】 ごみ、し尿の処理や健康管理などに
３３，４６３円／人

■地域医療体制整備補助　
■健康診査、健康相談
■予防接種　
■新エネルギー導入促進事業
■し尿処理
■ごみ処理
◎消防費【4.6％】 消防や救急業務、防災対策などに

１６，９７４円／人
■湖南広域行政組合（消防事業）負担金　
■防災行政無線システム整備
◎その他【5.0％】 産業の振興などに

１８，８５４円／人
■生産調整推進（麦・大豆の作付）
■土地改良（水路・ため池改修、農道整備）　
■工業振興助成

平成１７年度　　各会計決算額
区　分 歳　入　（収入） 歳　出　（支出）

一般会計 １８９億４，６９１万円 １８４億１，４５０万円
国民健康保険事業 ３３億７，７５７万円 ３３億４，３１０万円
老人保健事業 ３２億９，１６９万円 ３２億９，１２９万円
介護保険事業 ２２億７，７９９万円 ２２億　１５６万円
地域医療振興資金貸付事業 ２，４６８万円 ２，４６８万円

特別会計 下水道事業 ２３億９，９３５万円 ２３億９，４５５万円
墓地公園事業 ３，２１６万円 ２，７２３万円
基幹水利施設管理事業 １，４５６万円 １，４５６万円
野洲川農地開発事業 ２，０３５万円 ２，０３５万円
工業団地等整備事業 ２０億７，４８４万円 ２０億７，３９７万円
土地取得 　　５，２０３万円 ５，２０３万円
水道事業※

企業会計 収益的収支 ９億３，１４７万円 ８億７，３０９万円
資本的収支 ６，９２２万円 ２億１，３５４万円

　※水道事業
　　○収益的収支：
　　　水源地などの維持管理経費で、経営状況を表しています。
　　○資本的収支：
　　　配水管などの建設改良経費で、設備投資の状況を表しています。
　　　収支不足額は損益勘定留保資金及び消費税等資本的収支調整額で補てんしました。
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「基金」と「市債」

■「基金」とは？

●基金の現在高

※市民１人あたり６１，１９２円の現在高です。

■「市債」とは？
　市債は、市が道路や施設の整備などを行うために、国や金融機関から借り入れるお金のことです。

●市債の現在高

※市民１人あたり９２５，９０６円の現在高です。

●財政健全化に向けて

市税：市に納められる市民税や固定資産税などの税金
財産収入・繰入金：市有地の貸付収入や預金利子、基金（積立）からの取り崩しなどの収入
負担金・使用料等：学校給食費、保育所の保育料、文化ホールなどの利用者からいただいた使用料など
諸収入：貸付金元利収入、雑入などの収入
市債：市が公共事業等を行うための財源として国や金融機関からの借入金
地方譲与税・交付金等：国税として徴収された税金の一部を、市に譲与または交付されるもの
国・県支出金：市が行う特定の事業に対する財源として国や県からの入る補助金など

公共施設整備基金

　市には「基金」と「市債」があります。みなさんの家庭で言い換えますと、基金は「預金」、市債は「借金」にあ
たります。

　基金には、税収の落ち込みなどにより財源不足になったときに使うための基金や、施設の建設などの特定
の目的のため資金を積み立てる基金などがあります。市では公共施設の整備や市営住宅の整備などの資金
に充てるための基金を設置しています。

財政調整基金
減債基金

１０億７，９０９万円
３，６７５万円

１２億１，６４３万円

　　　　計

その他特定目的基金

特定目的金

土地開発基金
その他定額運用基金

６億７，０６８万円
　５億４，５７５万円

一般会計 ２４２億２，８０５万円

定額運用基金
７億　７９３万円

９００万円
３０億４，９２０万円

７億１，６９３万円

　市債には２つの機能があります。１つは、多額の財源を要する施設の建設などについて、市民のニーズにで
きるだけ早く応えていくために財源を応急的に確保することと、もう１つは、施設整備などの費用負担につい
て、現在の市民と将来の市民、また世代間を越えて負担の公平性を図ろうとするものです。

介護保険事業特別会計 ４，９４５万円
下水道事業特別会計 １５３億３，５１７万円
工業団地等整備事業特別会計 ２９億９，６７０万円

　　　　計 ４６１億３，８８１万円

　野洲市の財政は、景気の動向に左右されやすい法人市民税の比率が高く、特に１法人の比率が高いという
不安定な財政構造となっています。その法人市民税を中心とした税収は近年伸び悩みとなっていますし、国
による三位一体改革の影響も市の財政を圧迫しています。平成１７年度においても緊急避難的に基金を取り
崩しながらなんとか財政運営をしてきたところですが、 その基金残高も残りわずかとなり、財政状況は非常に
厳しいものとなっています。この状況を一刻でも早く改善するため、市ではこの度、財政健全化計画を策定し
て、人件費の削減、既存事業や今後の事業の見直し、市税徴収の徹底や手数料などの見直しなど、改革を
集中的に取り組んでいきたいと考えています。この難局を乗り切るために、市民のみなさんにも何とぞご理解
やご協力をよろしくお願いします。

土地取得特別会計 ２億８，３４２万円
水道事業会計 ３２億４，６０２万円
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料

一般会計歳入決算額（189億4,691万円）の内訳

国・県支出金
203,128万円
10.7%

地方譲与税・交付金等
321,997万円
17.0%

市債
261,670万円
13.8%

市税
808,359万円
42.7%

財産収入・繰入金
170,936万円
9.0%

負担金・使用料等
88,381万円
4.7%

諸収入
40,220万円
2.1%

【金額は、12億3,456万円のように表示します】

　【市税の内訳】
　市民税　　　　　37億8,231万円
　固定資産税　　39億6,074万円
　軽自動車税　　　　　8,011万円
　たばこ税　　　　 2億6,043万円
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一般会計歳出決算額（184億1,450万円）の内訳

教育費
326,346万円
17.7%

消防費
84,585万円
4.6%

土木費
223,678万円
12.1%

衛生費
166,749万円
9.1%

民生費
404,734万円
22.0%

総務費
275,319万円
15.0%

議会費
19,175万円
1.0%

公債費
266,089万円
14.4%

農林水産業費
39,243万円
2.1%

商工費
29,526万円
1.6%

労働費
6,006万円
0.3%

【金額は、12億3,456万円のように表示します】
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